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(57)【要約】
本願は、ＢＩＰＶモジュール用の新規な換気構造に関し 
、上記ＢＩＰＶモジュール用の新規な換気構造は、建物 
の壁本体に適合した太陽光発電モジュールを含み、上記 
太陽光発電モジュールの背面は複数の鋼柱を介して上記 
建物の壁本体のファサードに平行に設置され、上記太陽 
光発電モジュールと建物の壁本体との間に換気用隙間が 
形成され、上記換気用隙間は、最下部には縮径吸気口を 
構成するための吸気通路が横方向に挿設され、最上部に 
は排気口としての排気煙突が縦方向に挿設されている。 
本願は、シンプルな方式により、太陽光発電モジュール 
と建物の壁本体との間の風路を簡単に改造する。これに 
より、機械的なファン装置を必要とせずに、換気用隙間 
内の自然対流を強制対流の場合と同様の高い風速レベル 
に加速させることができ、消費電力を増やすことなく、 
ＢＩＰＶモジュールの換気冷却を強化することができる 
。さらに、本願にかかる改良された換気構造は、多くの 
設置作業を必要とせずに容易に実現することができる。 
また、関連する固定コストも、単一のソーラーパネルを 
改造する場合よりもはるかに低い。

審査請求　有　予備審査請求　未請求　（全16頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 物 の 壁 本 体 （ １ ） に 適 合 し た 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル （ ３ ） を 含 み 、 前 記 太 陽 光 発 電 モ  
ジ ュ ー ル （ ３ ） の 背 面 は 複 数 の 鋼 柱 （ ５ ） を 介 し て 前 記 建 物 の 壁 本 体 （ １ ） の フ ァ サ ー ド  
に 平 行 に 設 置 さ れ 、 前 記 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル （ ３ ） と 建 物 の 壁 本 体 （ １ ） と の 間 に 換 気  
用 隙 間 （ ６ ） が 形 成 さ れ た Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 換 気 用 隙 間 （ ６ ） は 、 最 下 部 に は 縮 径 吸 気 口 を 構 成 す る た め の 吸 気 通 路 （ ８ ） が 横  
方 向 に 挿 設 さ れ 、 最 上 部 に は 排 気 口 と し て の 排 気 煙 突 （ １ １ ） が 縦 方 向 に 挿 設 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 吸 気 通 路 （ ８ ） の 上 面 長 さ Ｌ が ０ ． ５ ～ ２ ｍ で あ り 、 前 記 吸 気 通 路 （ ８ ） の 開 口 （  
９ ） の 高 さ Ｈ が ０ ． ２ ～ ０ ． ８ ｍ で あ り 、 前 記 換 気 用 隙 間 （ ６ ） の 幅 が ０ ． ０ ８ ｍ 未 満 で  
あ り 、 前 記 換 気 用 隙 間 （ ６ ） の 幅 に 対 す る 前 記 吸 気 通 路 （ ８ ） の 開 口 （ ９ ） の 高 さ の 比 が  
２ ． ５ ～ １ ０ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 吸 気 通 路 （ ８ ） は 、 平 行 構 造 と し て 設 計 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 吸 気 通 路 （ ８ ） の 底 面 は 、 前 記 建 物 の 壁 本 体 （ １ ） の 底 部 に 位 置 す る 地 面 （ ４ ） と  
２ ０ ° ～ ７ ０ ° の 角 度 を な す
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 吸 気 通 路 （ ８ ） の 開 口 （ ９ ） に お け る 端 面 は 吸 気 グ リ ル （ １ ０ ） で 封 止 さ れ 、 前 記  
吸 気 グ リ ル （ １ ０ ） に は 、 ア レ イ 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 貫 通 孔 の  
縦 断 面 が ラ ッ パ 状 で あ り 、 内 側 に 向 か っ て 狭 く な っ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 排 気 煙 突 （ １ １ ） の 排 気 通 路 （ １ ２ ） は 、 拡 径 排 気 口 設 計 を 採 用 し 、 前 記 排 気 通 路  
（ １ ２ ） の 縦 断 面 は ラ ッ パ 状 で あ り 、 内 側 に 向 か っ て 狭 く な っ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 排 気 煙 突 （ １ １ ） の 排 気 通 路 （ １ ２ ） は 、 半 分 拡 径 排 気 口 設 計 を 採 用 し 、 前 記 排 気  
通 路 （ １ ２ ） の 縦 断 面 は 半 分 ラ ッ パ 状 で あ り 、 内 側 に 向 か っ て 狭 く な っ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 排 気 通 路 （ １ ２ ） の 最 上 部 開 口 の 直 上 に は 、 ブ ラ ケ ッ ト （ １ ３ ） を 介 し て 錐 状 構 造  
の 煙 突 ト ッ プ （ １ ４ ） が 架 設 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 排 気 通 路 （ １ ２ ） の 内 直 壁 の 上 面 高 さ は 、 そ の 内 斜 壁 の 上 面 高 さ よ り も 大 き い
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル （ ３ ） に は 、 縮 径 吸 気 口 を 形 成 可 能 な 追 加 の 吸 気 口 （ １ ５ ）  
が 長 手 方 向 に 等 間 隔 に 複 数 形 成 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 隣 り 合 う 前 記 追 加 の 吸 気 口 （ １ ５ ） の 間 隔 は ５ ～ ８ ｍ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 前 記 追 加 の 吸 気 口 （ １ ５ ） の 長 さ は ０ ． １ ｍ 未 満 で あ り 、 前 記 追 加 の 吸 気 口 （ １ ５ ） の  
ポ ー ト （ １ ６ ） の 高 さ は ０ ． ２ ～ ０ ． ４ ｍ で あ り 、 前 記 換 気 用 隙 間 （ ６ ） の 幅 に 対 す る 前  
記 追 加 の 吸 気 口 （ １ ５ ） の ポ ー ト （ １ ６ ） の 高 さ の 比 は ２ ． ５ ～ ５ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 追 加 の 吸 気 口 （ １ ５ ） の 内 側 ポ ー ト １ ６ の 底 部 に は 、 上 向 き に 傾 斜 し た 導 風 シ ー ト  
（ １ ７ ） が 設 け ら れ て お り 、 前 記 導 風 シ ー ト （ １ ７ ） の 傾 斜 角 度 は ２ ０ ° ～ ７ ０ ° で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル （ ３ ） は 、 シ リ コ ン ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 銅 イ ン ジ ウ ム ガ リ  
ウ ム セ レ ン 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 テ ル ル 化 カ ド ミ ウ ム 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 有 機  
太 陽 光 発 電 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 ペ ロ ブ ス カ イ ト 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 色 素 増 感  
ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 及 び 真 性 ヘ テ ロ 接 合 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル の う ち の い ず れ か １ つ  
で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 材 一 体 型 太 陽 光 発 電 の 技 術 分 野 に 属 し 、 特 に Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規  
な 換 気 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル を 実 現 す る た め に 、 建 材 一 体 型 太 陽 光 発 電 （ Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ ） 及 び そ の  
フ ァ サ ー ド な ど の 建 築 構 造 部 材 を 発 電 装 置 と し て 製 造 す る 応 用 が 急 拡 大 し て い る 。 こ の 技  
術 は 、 断 熱 、 防 風 な ど の 建 築 機 能 を 実 現 で き る だ け で な く 、 発 電 す る こ と も で き る 。 標 準  
的 な Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ フ ァ サ ー ド 設 置 の 一 実 施 例 は 図 １ に 示 さ れ て い る 。 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル ３  
は 、 地 面 ４ よ り も 上 方 の 建 物 の 壁 本 体 １ の 被 覆 層 中 に 設 置 さ れ 、 そ の 間 に 断 熱 層 ２ が 設 置  
さ れ て い る 。 図 か ら 分 か る よ う に 、 設 置 さ れ た 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル と 建 物 の 壁 本 体 と の  
間 に は 換 気 用 隙 間 が な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 周 知 の よ う に 、 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル は 、 光 を 吸 収 す る こ と に よ り 、 光 エ ネ ル ギ ー を 電  
気 エ ネ ル ギ ー に 直 接 変 換 す る 。 し た が っ て 、 入 射 し た 光 の 一 部 だ け が 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変  
換 さ れ 、 残 り は 熱 エ ネ ル ギ ー に 変 換 さ れ る 。 し た が っ て 、 動 作 中 に 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル  
が 加 熱 さ れ る と 、 そ の 発 電 量 は 直 ち に 低 下 し て し ま う 。 Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル の こ の 特 性 は 、 温  
度 （ 単 位 ： Ｋ ） に 対 す る 効 率 又 は 電 気 出 力 の 相 対 的 な 変 化 （ 単 位 ： ％ ） を 表 す 温 度 係 数 Ｔ
ｋ に よ り 説 明 さ れ る 。 各 種 の Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル に つ い て 、 温 度 係 数 Ｔ ｋ は そ れ ら の 種 類 に 大  
き く 依 存 し 、 例 え ば 、 Ｓ ｉ － Ｐ Ｖ は － ０ ． ４ ％ ／ Ｋ 、 Ｃ ｄ Ｔ ｅ は － ０ ． ２ ８ ％ ／ Ｋ 、 ペ ロ  
ブ ス カ イ ト は － ０ ． ０ ８ ～ － ０ ． １ ８ ％ ／ Ｋ 、 Ｏ Ｐ Ｖ は － ０ ． ２ ９ ～ － ０ ． ５ ％ ／ Ｋ 、 Ｈ  
Ｊ Ｔ は － ０ ． ２ ４ ％ ／ Ｋ で あ る 。 Ｃ Ｉ Ｇ Ｓ ベ ー ス の 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル の 場 合 、 通 常 、  
約 － ０ ． ３ ５ ％ ／ Ｋ の 温 度 係 数 を 実 現 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 温 度 が ６ ０ Ｋ 上 昇 す る  
場 合 、 Ｃ Ｉ Ｇ Ｓ   Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル の 発 電 量 は 従 来 と 比 べ て ２ １ ％ 削 減 で き た 。 通 常 で  
は 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル は 、 夏 に は 室 温 か ら ８ ０ ° Ｃ 以 上 ま で 発 熱 す る こ と が 可 能 で あ り  
、 極 め て ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル の 場 合 、 正 午 に は １ ２ ０ ° Ｃ ま で 発 熱 す る こ と さ え あ り 得 る  
。 こ の よ う に 、 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル の 温 度 は 、 そ の 電 力 変 換 効 率 に 大 き な 影 響 を 与 え る  
。 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ 応 用 で は 、 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル の 発 熱 は 通 常 、 そ の 特 定 の 設 置 構 造 と 、 ソ ー ラ  
ー モ ジ ュ ー ル の 放 熱 （ 前 面 か ら と 背 面 か ら と の 両 方 を 含 む ） と に 依 存 す る 。 し た が っ て 、  
例 え ば 外 壁 の 断 熱 層 近 傍 に 設 置 さ れ た Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 同 士 の 間 に 換 気 用 隙 間 が な い な  
ど 、 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル か ら 発 す る 熱 が 十 分 に 放 散 で き な い と 、 ハ イ レ ベ ル の 熱 が 発 生 す  
る こ と に な る 。 し た が っ て 、 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル に お け る 冷 却 技 術 は 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ シ ス テ  
ム 全 体 の 性 能 を 維 持 す る 上 で 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル を 冷 却 す る た め の 様 々 な 方 法 が 従 来 技 術 に 記 載 さ れ て い る 。 Ｏ ｌ ａ  
ｗ ｏ ｌ ｅ   ｅ ｔ   ａ ｌ ． １ ）   ２ ０ １ ９   Ｊ ．   Ｐ ｈ ｙ ｓ ． ：   Ｃ ｏ ｎ ｆ ．   Ｓ ｅ ｒ ．   １  
２ ９ ９   ０ １ ２ ０ ２ ０ で は 、 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル を 冷 却 す る た め の オ プ シ ョ ン が 紹 介 さ れ  
て い る 。 し た が っ て 、 ア ク テ ィ ブ 冷 却 方 法 又 は パ ッ シ ブ 冷 却 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ア ク テ ィ ブ 冷 却 方 式 は 、 一 定 の 機 械 装 置 を 持 っ て 液 体 又 は 気 体 の 媒 体 を ポ ン プ す る こ と  
に よ り 、 建 物 内 に 設 置 さ れ た ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル を 冷 却 す る 方 式 で あ る 。 し か し 、 そ の た  
め に は 、 機 械 的 な 冷 却 装 置 を 操 作 す る た め に 、 常 に 追 加 の 電 力 を 補 充 す る 必 要 が あ る 。 し  
た が っ て 、 フ ァ ン 又 は ポ ン プ に お い て 使 用 さ れ る 電 力 は 、 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル に よ り 発 生  
さ れ る 電 力 か ら 差 し 引 か れ る こ と に な る 。 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル の ネ ッ ト 発 電 量 が 減 少 す る  
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 パ ッ シ ブ 冷 却 の 場 合 、 追 加 の ソ ー ラ ー パ ネ ル 冷 却 装 置 は な い の で 、 熱 は パ ッ シ ブ に 周 囲  
に 放 出 さ れ る だ け で あ る 。 従 来 の パ ッ シ ブ 冷 却 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル に 関 す る 研 究 は 、 Ｐ  
Ｃ Ｍ （ 相 変 化 材 料 ） 又 は 自 然 対 流 の ２ つ の 主 要 な 方 式 に 集 中 し て い る 。 Ｐ Ｃ Ｍ 冷 却 に 関 し  
て は 、 昼 間 に 太 陽 光 発 電 で 発 生 す る 熱 を 吸 収 す る こ と に よ り 太 陽 光 発 電 パ ネ ル を 冷 却 す る  
た め に 、 Ｐ Ｃ Ｍ 材 料 が 用 い ら れ る 。 そ し て 、 夜 間 に は 、 Ｐ Ｃ Ｍ が 吸 収 し た 熱 を 周 囲 に 放 出  
す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 Ｐ Ｃ Ｍ の 使 用 は 主 に 研 究 段 階 に あ り 、 そ の 再 現 性 及 び  
性 能 の 一 貫 性 は 依 然 と し て 課 題 と さ れ て い る 。 自 然 対 流 に よ る 冷 却 に 関 し て は 、 そ の 名 の  
通 り 、 自 然 の 空 気 を 用 い て ソ ー ラ ー パ ネ ル を 冷 却 す る 方 式 で あ る 。 設 置 さ れ た Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ  
ジ ュ ー ル が ソ ー ラ ー パ ネ ル と 建 物 の 壁 本 体 と の 間 に 換 気 用 隙 間 ６ を 有 す る 場 合 、 ソ ー ラ ー  
パ ネ ル の 前 面 及 び 背 面 に お い て 自 然 対 流 に よ る 冷 却 が 発 生 す る こ と が で き る 。 図 ２ に 示 す  
よ う に 、 標 準 的 な 換 気 用 隙 間 ６ を 有 す る Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル は 建 物 の フ ァ サ ー ド に 設 置 さ  
れ て い る 。 太 陽 光 発 電 パ ネ ル は 、 断 熱 層 ２ の 代 わ り に 、 フ ァ サ ー ド 上 の 鋼 柱 ５ に よ り 固 定  
さ れ て い る 。 気 流 ７ が 一 定 の 速 度 で 建 物 に 向 か っ て 進 む と 、 気 流 ７ の 一 部 が 換 気 用 隙 間 ６  
に 流 入 し て 上 方 へ 移 動 す る 。 し た が っ て 、 空 気 質 量 流 量 又 は 空 気 速 度 が 高 い ほ ど 、 Ｐ Ｖ モ  
ジ ュ ー ル で 発 生 し 得 る 温 度 降 下 は 大 き く な る 。 し か し な が ら 、 換 気 用 隙 間 ６ 内 の 様 々 な 障  
害 物 （ 例 え ば 鋼 柱 ５ ） が 換 気 用 隙 間 ６ 内 の 空 気 速 度 を 低 下 さ せ る た め 、 標 準 的 な 換 気 用 隙  
間 に よ る 対 流 冷 却 過 程 の 実 際 の 性 能 は 低 下 す る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 熱 は 、 設 置 さ れ た ソ  
ー ラ ー モ ジ ュ ー ル マ ト リ ク ス の 中 央 領 域 に 集 ま る 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ  
ジ ュ ー ル の 対 流 冷 却 を 改 善 す る た め に 、 こ の よ う な 標 準 的 な 換 気 用 隙 間 の 設 計 を 修 正 す る  
必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 換 気 さ れ る Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル の 対 流 冷 却 を 改 善 す る た め に 、 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル の  
背 面 に 追 加 の 薄 い 金 属 板 構 造 を 使 用 す る こ と に よ り 有 効 な 放 熱 面 積 を 増 や す い く つ か の 方  
法 が 採 用 さ れ て い る 。 図 ３ か ら 分 か る よ う に 、 換 気 用 隙 間 に お け る 対 流 冷 却 を 強 化 す る た  
め に 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル の 背 面 に 組 み 立 て 式 の 又 は 従 来 の 金 属 板 が 設 置 さ れ て い る 。 し か し  
な が ら 、 こ の よ う な 追 加 的 し か も か な り 複 雑 な 構 造 は 、 個 々 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ パ ネ ル の Ｂ Ｏ Ｍ コ  
ス ト を 大 幅 に 増 や し て し ま う 。 ま た 、 こ の よ う な パ ネ ル の 設 置 も 困 難 に な り 、 よ り 高 い 設  
置 コ ス ト に つ な が る 。 し た が っ て 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ の 冷 却 を 改 善 す る た め に 標 準 的 な 換 気 用 隙 間  
の 設 計 を 修 正 す る 必 要 が あ る こ と に 加 え て 、 経 済 的 に こ の よ う な 修 正 の 固 定 コ ス ト を 考 慮  
す る 必 要 も あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 は 、 従 来 の 技 術 に 存 在 す る 欠 点 に 対 し て 、 消 費 電 力 を 増 や す こ と な く 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ  
ジ ュ ー ル の 換 気 冷 却 を 強 化 し 、 そ の 発 電 量 を 向 上 さ せ る と と も に 、 改 造 の 固 定 コ ス ト が 低  
く 、 設 置 も 容 易 で あ る こ と を 確 保 す る こ と を 目 的 と す る Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換  
気 構 造 を 提 供 す る 。 そ の 具 体 的 な 技 術 案 は 以 下 の 通 り で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 は 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 を 提 供 し 、 上 記 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用  
の 新 規 な 換 気 構 造 は 、 建 物 の 壁 本 体 に 適 合 し た 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル を 含 み 、 上 記 太 陽 光  
発 電 モ ジ ュ ー ル の 背 面 は 複 数 の 鋼 柱 を 介 し て 上 記 建 物 の 壁 本 体 の フ ァ サ ー ド に 平 行 に 設 置  
さ れ 、 上 記 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル と 建 物 の 壁 本 体 と の 間 に 換 気 用 隙 間 が 形 成 さ れ 、 上 記 換  
気 用 隙 間 は 、 最 下 部 に は 縮 径 吸 気 口 を 構 成 す る た め の 吸 気 通 路 が 横 方 向 に 挿 設 さ れ 、 最 上  
部 に は 排 気 口 と し て の 排 気 煙 突 が 縦 方 向 に 挿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 吸 気 通 路 の 上 面 の 長 さ Ｌ が ０ ． ５ ～ ２ ｍ で あ り 、 上  
記 吸 気 通 路 の 開 口 の 高 さ Ｈ が ０ ． ２ ～ ０ ． ８ ｍ で あ り 、 上 記 換 気 用 隙 間 の 幅 が ０ ． ０ ８ ｍ  
未 満 で あ り 、 上 記 換 気 用 隙 間 の 幅 に 対 す る 上 記 吸 気 通 路 の 開 口 の 高 さ の 比 が ２ ． ５ ～ １ ０  
で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 吸 気 通 路 は 、 平 行 構 造 と し て 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 吸 気 通 路 の 底 面 は 、 上 記 建 物 の 壁 本 体 の 底 部 に 位 置  
す る 地 面 と ２ ０ ° ～ ７ ０ ° の 角 度 を な す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 吸 気 通 路 の 開 口 に お け る 端 面 は 吸 気 グ リ ル で 封 止 さ  
れ 、 上 記 吸 気 グ リ ル に は 、 ア レ イ 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、 上 記 貫 通 孔 の  
縦 断 面 が ラ ッ パ 状 で あ り 、 内 側 に 向 か っ て 狭 く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 排 気 煙 突 の 排 気 通 路 は 拡 径 排 気 口 設 計 を 採 用 し 、 上  
記 排 気 通 路 の 縦 断 面 は ラ ッ パ 状 で あ り 、 内 側 に 向 か っ て 狭 く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 排 気 煙 突 の 排 気 通 路 は 半 分 拡 径 排 気 口 設 計 を 採 用 し  
、 上 記 排 気 通 路 の 縦 断 面 は 半 分 ラ ッ パ 状 で あ り 、 内 側 に 向 か っ て 狭 く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 排 気 通 路 の 最 上 部 開 口 の 直 上 に は 、 ブ ラ ケ ッ ト を 介  
し て 錐 状 構 造 の 煙 突 ト ッ プ が 架 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 排 気 通 路 の 内 直 壁 の 上 面 高 さ は 、 そ の 内 斜 壁 の 上 面  
高 さ よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル に は 、 縮 径 吸 気 口 を 形 成 可 能  
な 追 加 の 吸 気 口 が 長 手 方 向 に 等 間 隔 に 複 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 隣 り 合 う 上 記 追 加 の 吸 気 口 の 間 隔 は ５ ～ ８ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 追 加 の 吸 気 口 の 長 さ は ０ ． １ ｍ 未 満 で あ り 、 上 記 追  
加 の 吸 気 口 の ポ ー ト の 高 さ は ０ ． ２ ～ ０ ． ４ ｍ で あ り 、 上 記 換 気 用 隙 間 の 幅 に 対 す る 上 記  
追 加 の 吸 気 口 の ポ ー ト の 高 さ の 比 は ２ ． ５ ～ ５ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 追 加 の 吸 気 口 の 内 側 ポ ー ト の 底 部 に は 、 上 向 き に  
傾 斜 し た 導 風 シ ー ト が 設 け ら れ て お り 、 上 記 導 風 シ ー ト の 傾 斜 角 度 は ２ ０ ° ～ ７ ０ ° で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 願 の 好 ま し い 技 術 案 と し て 、 上 記 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル は 、 シ リ コ ン ソ ー ラ ー モ ジ ュ  
ー ル 、 銅 イ ン ジ ウ ム ガ リ ウ ム セ レ ン 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 テ ル ル 化 カ ド ミ ウ ム 薄 膜 ソ  
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ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 有 機 太 陽 光 発 電 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 ペ ロ ブ ス カ イ ト 薄 膜 ソ ー ラ  
ー モ ジ ュ ー ル 、 色 素 増 感 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 及 び 真 性 ヘ テ ロ 接 合 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー  
ル の う ち の い ず れ か １ つ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 有 益 な 効 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 願 は 、 シ ン プ ル な 方 式 に よ り 、 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル と 建 物 の 壁 本 体 と の 間 の 風 路 を  
簡 単 に 改 造 す る 。 縮 径 吸 気 口 を 構 成 す る た め の 吸 気 通 路 と 、 排 気 口 と し て の 排 気 煙 突 と を  
挿 入 す る こ と に よ り 、 機 械 的 な フ ァ ン 装 置 を 必 要 と せ ず に 、 換 気 用 隙 間 内 の 自 然 対 流 を 強  
制 対 流 の 場 合 と 同 様 の 高 い 風 速 レ ベ ル に 加 速 さ せ る こ と が で き 、 消 費 電 力 を 増 や す こ と な  
く 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル の 換 気 冷 却 を 強 化 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 換 気 用 隙 間 に  
沿 っ た 高 い 空 気 速 度 は 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル の 冷 却 性 能 を 大 幅 に 向 上 さ せ 、 そ の 発 電 量 を  
さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 願 に か か る 改 良 さ れ た 換 気 構 造 は 、 多 く の 設  
置 作 業 を 必 要 と せ ず に 容 易 に 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 関 連 す る 固 定 コ ス ト も 、 多 数  
の モ ジ ュ ー ル に コ ス ト を 割 り 当 て る こ と が で き る た め 、 単 一 の ソ ー ラ ー パ ネ ル を 改 造 す る  
場 合 よ り も は る か に 低 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 換 気 用 隙 間 の な い 、 標 準 的 な Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ 設 置 の フ ァ サ ー ド を 示 し 、 ａ ） は 概 略 図 で  
あ り 、 ｂ ） は 最 下 部 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 標 準 的 な 換 気 用 隙 間 を 有 す る フ ァ サ ー ド に 設 置 さ れ た Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ を 示 し 、 ａ ） は 概  
略 図 で あ り 、 ｂ ） は 最 下 部 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル の 背 面 の 対 流 冷 却 の た め に 追 加 的 に 設 置 さ れ た ａ ） 組 み 立 て  
式 又 は ｂ ） 従 来 の 金 属 板 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 建 物 の 壁 本 体 の 最 下 部 に お い て 縮 径 す る 吸 気 通 路 を 用 い て 換 気 を 改 善 す る 、 フ ァ  
サ ー ド に 設 置 さ れ た Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ の 一 実 施 例 を 示 し 、 ａ ） は 概 略 図 で あ り 、 ｂ ） は 最 下 部 の 詳  
細 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 建 物 の 壁 本 体 の 最 下 部 に お い て 狭 い 吸 気 通 路 を 、 最 上 部 に お い て 排 気 煙 突 を 用 い  
て 換 気 を 改 善 す る 、 フ ァ サ ー ド に 設 置 さ れ た Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ の 一 実 施 形 態 を 示 し 、 ａ ） は 概 略 図  
で あ り 、 ｂ ） は 最 下 部 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 基 づ く 、 異 な る Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ 設 置 の 温 度 分 布 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 基 づ く 、 異 な る Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ 設 置 の ９ 個 の 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル  
の 中 心 軸 に 沿 っ た 温 度 が 高 さ の 増 加 に 伴 っ て 増 加 す る こ と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 基 づ く 、 異 な る Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ 設 置 に つ い て 、 高 さ の 増 加 に 伴 い 、  
設 置 さ れ た ９ 個 の 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル の 中 心 軸 に 沿 っ た 換 気 用 隙 間 内 の 空 気 速 度 を 示 す  
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 異 な る 階 に 小 さ な 吸 気 通 路 を 使 用 す る 、 追 加 の 吸 気 口 を 有 す る 高 層 ビ ル の 繰 り 返  
し た Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ 冷 却 を 示 し 、 ａ ） は 概 略 図 で あ り 、 ｂ ） は ａ ） で 強 調 さ れ た 円 の 詳 細 な 図 示  
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 建 物 の 壁 本 体 の 最 下 部 に お い て 縮 径 す る 吸 気 通 路 を 用 い て 換 気 を 改 善 す る 、 フ  
ァ サ ー ド に 設 置 さ れ た Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ の 別 の ２ つ の 実 施 例 を 示 す 図 で あ り 、 ａ ） は 平 行 吸 気 口 を  
示 し 、 ｂ ） は 二 次 縮 径 吸 気 口 を 示 す 。
【 図 １ １ 】 建 物 の 壁 本 体 の 最 上 部 に お い て 排 気 煙 突 を 使 用 し て 換 気 を 改 善 す る 、 フ ァ サ ー  
ド に 設 置 さ れ た Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ の 別 の ２ つ の 実 施 例 を 示 す 図 で あ り 、 ａ ） は 拡 大 排 気 口 を 示 し 、  
ｂ ） は 半 分 拡 大 排 気 口 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 、 技 術 案 及 び 利 点 を よ り 明 ら か に す る た め に 、 以 下 で は 、 実 施 形 態 に 関 連  
し て 本 発 明 を さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。 こ こ で 説 明 す る 具 体 的 な 実 施 例 は 本 発 明 を 解 釈 す る  
た め だ け に 使 わ れ る の で あ っ て 、 本 発 明 を 限 定 す る た め に 使 わ れ る の で は な い こ と は 、 理  
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解 し て お く べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 用 の 新 規 な 換 気 構 造 は 、 建 物 の 壁 本 体  
１ に 適 合 し た 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル ３ を 含 み 、 上 記 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル ３ の 背 面 は 複 数  
の 鋼 柱 ５ を 介 し て 上 記 建 物 の 壁 本 体 １ の フ ァ サ ー ド に 平 行 に 設 置 さ れ 、 上 記 太 陽 光 発 電 モ  
ジ ュ ー ル ３ と 建 物 の 壁 本 体 １ と の 間 に 換 気 用 隙 間 ６ が 形 成 さ れ 、 前 記 換 気 用 隙 間 ６ は 、 最  
下 部 に は 縮 径 吸 気 口 を 構 成 す る た め の 吸 気 通 路 ８ が 横 方 向 に 挿 設 さ れ 、 最 上 部 に は 排 気 口  
と し て の 排 気 煙 突 １ １ が 縦 方 向 に 挿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 上 記 新 規 な 換 気 構 造 は 、 シ ン プ ル な 方 式 に よ り 、  
太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル ３ と 建 物 の 壁 本 体 １ と の 間 の 風 路 を 簡 単 に 改 造 す る 。 縮 径 吸 気 口 を  
構 成 す る た め の 吸 気 通 路 ８ と 、 排 気 口 と し て の 排 気 煙 突 １ １ と を 挿 入 す る こ と に よ り 、 機  
械 的 な フ ァ ン 装 置 を 必 要 と せ ず に 、 換 気 用 隙 間 ６ 内 の 自 然 対 流 を 強 制 対 流 の 場 合 と 同 様 の  
高 い 風 速 レ ベ ル に 加 速 さ せ る こ と が で き 、 消 費 電 力 を 増 や す こ と な く 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー  
ル の 換 気 冷 却 を 強 化 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 換 気 用 隙 間 ６ に 沿 っ た 高 い 空 気 速 度  
は 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル の 冷 却 性 能 を 大 幅 に 向 上 さ せ 、 そ の 発 電 量 を さ ら に 向 上 さ せ る こ  
と が で き る 。 さ ら に 、 改 良 さ れ た 換 気 構 造 は 、 多 く の 設 置 作 業 を 必 要 と せ ず に 容 易 に 実 現  
す る こ と が で き る 。 ま た 、 関 連 す る 固 定 コ ス ト も 、 多 数 の モ ジ ュ ー ル に コ ス ト を 割 り 当 て  
る こ と が で き る た め 、 単 一 の ソ ー ラ ー パ ネ ル を 改 造 す る 場 合 よ り も は る か に 低 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 吸 気 通 路 ８ と 換 気 用 隙 間 ６ と を 組 み 合 わ せ て 、 縮 径 吸 気 口 を 構 築 す る こ と で 、 空 気 体 積  
流 量 を 向 上 さ せ 、 空 気 が 建 物 の 被 覆 層 に 向 か っ て 移 動 す る 際 に あ ら ゆ る 方 向 へ 流 れ る こ と  
を 効 果 的 に 防 止 し 、 吸 気 通 路 ８ に 自 然 に 入 っ た 気 流 ７ の 大 部 分 を 換 気 用 隙 間 ６ に 向 か っ て  
偏 向 さ せ る こ と が で き る た め 、 換 気 用 隙 間 ６ 内 で 比 較 的 高 い 空 気 速 度 を 実 現 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 排 気 煙 突 １ １ 内 の 気 流 ７ は 、 太 陽 の 熱 効 果 に よ り 加 熱 さ れ 、 暖 か い 空 気 が 自 然 に 上 方 へ  
流 れ る の で 、 換 気 用 隙 間 ６ 内 の 残 り の 気 流 ７ に は 「 引 っ 張 る 」 作 用 が 生 じ る 。 こ う し て 、  
太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル ３ の 最 上 部 の ３ つ の ソ ー ラ ー パ ネ ル の 後 ろ の 空 気 の 速 度 を 高 め る こ  
と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の エ リ ア の 対 流 冷 却 性 能 を さ ら に 強 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 記 吸 気 通 路 ８ の 上 面 長 さ Ｌ が ０ ． ５ ～ ２ ｍ で あ り 、 上 記 吸 気 通 路  
８ の 開 口 ９ 高 さ Ｈ が ０ ． ２ ～ ０ ． ８ ｍ で あ り 、 上 記 換 気 用 隙 間 ６ の 幅 が ０ ． ０ ８ ｍ 未 満 で  
あ り 、 上 記 換 気 用 隙 間 ６ の 幅 に 対 す る 上 記 吸 気 通 路 ８ の 開 口 ９ 高 さ の 比 が ２ ． ５ ～ １ ０ で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 縮 径 吸 気 口 を 構 築 す る た め に 、 上 記 換 気 用 隙 間 ６  
の 幅 に 対 す る 吸 気 通 路 ８ の 開 口 ９ の 高 さ の 比 を 常 に ２ ． ５ よ り も 大 き く す べ き で あ り 、 本  
願 に お い て 、 こ の 比 を ２ ． ５ ～ １ ０ に 設 定 し て い る 。 こ れ ら の 値 は 、 異 な る Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ  
ュ ー ル の 構 造 に 応 じ て 変 更 さ れ て も よ く 、 吸 気 通 路 ８ の 開 口 ９ の 幅 は 、 建 物 の 壁 本 体 １ の  
フ ァ サ ー ド の 幅 に 応 じ て 比 例 し て 変 更 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 上 記 吸 気 通 路 ８ は 、 平 行 構 造 と し て 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 の よ う な 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 吸 気 通 路 ８ は 平 行 な 吸 気 口 を 備 え る た め 、  
構 造 の 設 計 が シ ン プ ル で 、 製 造 コ ス ト が 低 く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 記 吸 気 通 路 ８ の 底 面 は 、 上 記 建 物 の 壁 本 体 １ の 底 部 に 位 置 す る 地  
面 ４ と ２ ０ ° ～ ７ ０ ° の 角 度 を な す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 縮 径 す る 吸 気 通 路 ８ の 開 口 ９ に 自 然 空 気 が 入 る と  
、 限 ら れ た 形 状 に 応 じ て 空 気 の 体 積 流 量 が 数 倍 増 加 す る 。 縮 径 吸 気 口 設 計 を 採 用 す る こ と  
に よ り 、 空 気 が 建 物 の 被 覆 層 に 向 か っ て 移 動 す る 際 に あ ら ゆ る 方 向 へ 流 れ る こ と を 効 果 的  
に 防 止 で き る た め 、 気 流 ７ の よ り 大 き な 部 分 が 換 気 用 隙 間 ６ に 向 か っ て 偏 向 さ せ ら れ る 。  
し た が っ て 、 小 さ な 入 口 を 通 過 す る 大 き な 気 流 は 、 換 気 用 隙 間 ６ 内 の 空 気 速 度 を は る か に  
高 く し 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル の 冷 却 性 能 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 上 記 吸 気 通 路 ８ の 開 口 ９ に お け る 端 面 は 吸 気 グ リ ル １ ０ で 封 止 さ  
れ 、 上 記 吸 気 グ リ ル １ ０ に は 、 ア レ イ 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、 上 記 貫 通  
孔 の 縦 断 面 が ラ ッ パ 状 で あ り 、 内 側 に 向 か っ て 狭 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 配 置 さ れ た ラ ッ パ 状 貫 通 孔 を 有 す る 吸 気 グ リ ル １  
０ は 、 二 次 縮 径 吸 気 口 を 形 成 す る こ と に よ り 、 空 気 の 流 れ の 方 向 及 び 速 度 を さ ら に 制 御 す  
る こ と が で き る た め 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル の 冷 却 性 能 を よ り 良 く 向 上 さ せ る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 上 記 排 気 煙 突 １ １ の 排 気 通 路 １ ２ は 、 拡 径 排 気 口 設 計 を 採 用 し 、  
上 記 排 気 通 路 １ ２ の 縦 断 面 は ラ ッ パ 状 で あ り 、 内 側 に 向 か っ て 狭 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 し 、 排 気 通 路 １ ２ を 、 拡 径 排 気 口 設 計 と す る こ と に よ り 、 「 引 っ 張  
る 」 効 果 を さ ら に 高 め 、 気 流 ７ の 速 度 を 速 め る こ と が で き る た め 、 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル  
３ の 最 上 部 エ リ ア の 冷 却 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 上 記 排 気 煙 突 １ １ の 排 気 通 路 １ ２ は 、 半 分 拡 径 排 気 口 設 計 を 採 用  
し 、 上 記 排 気 通 路 １ ２ の 縦 断 面 は 半 分 ラ ッ パ 状 で あ り 、 内 側 に 向 か っ て 狭 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 し 、 排 気 通 路 １ ２ を 、 気 流 ７ に よ っ て 異 な る 半 分 拡 径 排 気 口 設 計 及  
び 上 記 拡 径 排 気 口 設 計 と す る か 、 又 は 徐 々 に 拡 径 す る 排 気 口 設 計 と す る こ と に よ り 、 い ず  
れ も 「 引 っ 張 る 」 効 果 を さ ら に 高 め 、 気 流 ７ の 速 度 を 速 め る こ と が で き る た め 、 太 陽 光 発  
電 モ ジ ュ ー ル ３ の 最 上 部 エ リ ア の 冷 却 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ 及 び 図 １ １ に 示 す よ う に 、 上 記 排 気 通 路 １ ２ の 最 上 部 開 口 の 直 上 に は 、 ブ ラ ケ ッ ト  
１ ３ を 介 し て 錐 状 構 造 の 煙 突 ト ッ プ １ ４ が 架 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 煙 突 ト ッ プ １ ４ は 、 落 葉 が 換 気 用 隙 間 ６ を 閉 塞 す  
る こ と を 回 避 す る た め に 設 け ら れ 、 錐 状 構 造 と さ れ る こ と に よ り 、 落 葉 、 雨 、 雪 な ど を 素  
早 く 滑 り 落 と す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 上 記 排 気 通 路 １ ２ の 内 直 壁 の 上 面 高 さ は 、 そ の 内 斜 壁 の 上 面 高 さ  
よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 排 気 通 路 １ ２ 内 の 気 流 ７ を 片 側 で 案 内 す る こ と が  
で き 、 気 流 ７ の 速 度 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 片 側 の ブ ラ ケ ッ ト １ ３ の  
代 わ り に 支 持 す る よ う に 機 能 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 上 記 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル ３ に は 、 縮 径 吸 気 口 を 形 成 可 能 な 追 加 の  
吸 気 口 １ ５ が 長 手 方 向 に 等 間 隔 に 複 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 図 ７ 及 び 図 ８ か ら 分 か る よ う に 、 建 物 の 高 さ が 大  
き く な る に つ れ て 、 対 流 冷 却 の 影 響 が 低 下 す る 。 し た が っ て 、 吸 気 通 路 ８ の 縮 径 吸 気 口 の  
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換 気 温 度 が 上 昇 し 、 関 連 す る 風 速 が 下 が る 。 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 異 な る 階  
の 間 に 縮 径 吸 気 口 を 形 成 可 能 な 追 加 の 吸 気 口 １ ５ を 繰 り 返 し て 設 置 し て も よ く 、 こ れ ら の  
追 加 の 吸 気 口 １ ５ は 、 よ り 多 く の 気 流 を 導 入 す る こ と に よ り 換 気 用 隙 間 ６ 内 の 空 気 速 度 を  
上 げ 、 建 物 の 上 層 階 に 設 置 さ れ た 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル ３ の 冷 却 を 強 化 す る こ と が で き る  
。 な お 、 こ れ ら の 全 て の 新 し い 構 想 に 基 づ く 設 計 は 、 い ず れ も コ ス ト 集 約 的 で は な く 、 追  
加 の 消 費 電 力 も 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 隣 り 合 う 上 記 追 加 の 吸 気 口 １ ５ の 間 隔 は ５ ～ ８ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 高 層 ビ ル の フ ロ ア に つ い て 、 例 え ば ５ ～ ８ ｍ ご と  
に １ つ の 追 加 の 吸 気 口 １ ５ を 設 け る な ど 、 こ の よ う な 設 置 を 繰 り 返 し て 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 上 記 追 加 の 吸 気 口 １ ５ の 長 さ は ０ ． １ ｍ 未 満 で あ り 、 上 記 追 加 の 吸  
気 口 １ ５ の ポ ー ト １ ６ の 高 さ は ０ ． ２ ～ ０ ． ４ ｍ で あ り 、 上 記 換 気 用 隙 間 ６ の 幅 に 対 す る  
上 記 追 加 の 吸 気 口 １ ５ の ポ ー ト １ ６ の 高 さ の 比 は ２ ． ５ ～ ５ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 上 記 デ ー タ は 追 加 の 吸 気 口 １ ５ の 典 型 的 な サ イ ズ  
で あ り 、 小 型 の 縮 径 吸 気 口 を 形 成 し て 、 冷 却 空 気 の 速 度 を さ ら に 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 上 記 追 加 の 吸 気 口 １ ５ の 内 側 ポ ー ト １ ６ の 底 部 に は 、 上 向 き に 傾 斜  
し た 導 風 シ ー ト １ ７ が 設 け ら れ て お り 、 上 記 導 風 シ ー ト １ ７ の 傾 斜 角 度 は ２ ０ ° ～ ７ ０ °  
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 追 加 の 気 流 を 上 方 へ 強 制 的 に 移 動 さ せ る た め に 、  
傾 斜 角 度 ２ ０ ° ～ ７ ０ ° の 導 風 シ ー ト １ ７ を 用 い た 。 追 加 の 吸 気 口 １ ５ と 換 気 用 隙 間 ６ と  
の 連 通 部 分 が 半 開 き に な っ て い る の で 、 下 の 階 の 空 気 が 依 然 と し て 上 方 へ 流 れ る こ と が 可  
能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 記 太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル ３ は 、 シ リ コ ン ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 銅  
イ ン ジ ウ ム ガ リ ウ ム セ レ ン 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 テ ル ル 化 カ ド ミ ウ ム 薄 膜 ソ ー ラ ー モ  
ジ ュ ー ル 、 有 機 太 陽 光 発 電 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 ペ ロ ブ ス カ イ ト 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ  
ー ル 、 色 素 増 感 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 及 び 真 性 ヘ テ ロ 接 合 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル の う ち  
の い ず れ か １ つ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 上 記 の 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 市 販 の あ ら ゆ る タ イ プ の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 、 例  
え ば 、 各 種 シ リ コ ン ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 銅 イ ン ジ ウ ム ガ リ ウ ム セ レ ン （ Ｃ Ｉ Ｇ Ｓ ） 薄 膜  
ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 テ ル ル 化 カ ド ミ ウ ム （ Ｃ ｄ Ｔ ｅ ） 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 有 機 太  
陽 光 発 電 （ Ｏ Ｐ Ｖ ） 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、 ペ ロ ブ ス カ イ ト 薄 膜 ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル 、  
色 素 増 感 ソ ー ラ ー （ Ｄ Ｓ Ｓ Ｃ ） モ ジ ュ ー ル 、 及 び 真 性 ヘ テ ロ 接 合 薄 膜 （ Ｈ Ｊ Ｔ ） ソ ー ラ ー  
モ ジ ュ ー ル は 、 こ の よ う な 新 規 な 改 良 さ れ た 換 気 方 法 を 採 用 で き る こ と に 注 意 す べ き で あ  
る 。
　 関 連 テ ス ト ：
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ６ に は 、 縮 径 吸 気 口 を 用 い た Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ パ ネ ル の 温 度 場 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン マ ッ ピ ン グ  
結 果 が 示 さ れ て い る 。 そ こ で 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 境 界 条 件 を 以 下 の よ う に 設 定 し た 。 周  
囲 温 度 ２ ０ ℃ （ Ｒ Ｔ ） 、 Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル は 標 準 的 な 黒 い Ｃ Ｉ Ｇ Ｓ パ ネ ル で 、 市 販 の ３  
ｘ ３ 個 の 標 準 的 な Ｃ Ｉ Ｇ Ｓ   Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル （ 長 さ ～ １ ． ６ ｍ 、 幅 ～ ０ ． ６ ５ ｍ ） を  
１ つ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン マ ト リ ク ス ユ ニ ッ ト と し 、 周 辺 風 速 ４ ｍ ／ ｓ （ ビ ュ ー フ ォ ー ト 風  
力 階 級 ２ の 軽 風 ） 、 そ し て 周 辺 の 風 を 換 気 構 造 内 に 案 内 し 、 日 射 量 は １ ０ ０ ０ Ｗ ／ ｍ ２ （  
地 球 上 の ほ と ん ど の 地 域 で 、 晴 れ た 日 の 正 午 の 日 射 量 は ７ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ Ｗ ／ ｍ ２ ） で あ  
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る 。 こ の よ う な 境 界 条 件 は 、 ほ と ん ど の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ 応 用 例 に と っ て 代 表 的 な は ず で あ る 。 図  
６ に 示 す よ う に 、 ９ 個 の ソ ー ラ ー パ ネ ル 全 て が 換 気 用 隙 間 を 有 し な い 場 合 （ 図 １ ） と 標 準  
的 な 換 気 用 隙 間 を 有 す る 場 合 （ 図 ２ 参 照 ） と 比 較 し て 、 縮 径 吸 気 口 （ 図 ４ ） を 用 い た ３ ｘ  
３   Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル マ ト リ ク ス の 温 度 場 の 方 が 著 し く 低 下 し た 。 最 上 部 の ３ つ の パ ネ ル だ  
け が 残 り の ６ つ の パ ネ ル よ り わ ず か に 温 度 が 高 い 。 こ れ は 、 縮 径 吸 気 口 の 助 け に よ り 、 高  
速 空 気 に よ り 、 対 流 冷 却 の 弱 化 効 果 を 解 除 で き る こ と を 示 し て い る 。 し か し な が ら 、 そ の  
よ う な 影 響 が 完 全 に 解 消 さ れ た わ け で は な い 。 設 置 さ れ た Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 、 特 に そ の  
最 上 部 の ３ つ の パ ネ ル の 冷 却 性 能 を さ ら に 向 上 さ せ る た め に 、 換 気 用 隙 間 ６ の 排 気 口 に 排  
気 煙 突 １ １ （ 図 ５ に 示 す ） を 増 設 し た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ７ は 、 全 て の ４ 種 類 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 設 置 構 成 、 即 ち 、 換 気 用 隙 間 な し （ 図 １ ）  
、 標 準 的 な 換 気 用 隙 間 （ 図 ２ ） 、 縮 径 吸 気 口 付 き 換 気 （ 図 ４ ） 、 縮 径 吸 気 口 及 び 排 気 煙 突  
構 造 付 き 換 気 （ 図 ５ ） に お い て 、 設 置 さ れ た ソ ー ラ ー パ ネ ル の 中 軸 に 沿 っ た 温 度 が 建 物 の  
高 さ の 増 加 に つ れ て 変 化 す る こ と を 示 し 、 そ れ ら の 温 度 分 布 を よ り 明 確 且 つ 定 量 的 に 示 し  
て い る 。 な お 、 高 さ 約 ２ ． １ ｍ 、 約 ３ ． ７ ｍ に お け る 温 度 降 下 は 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル の 短 い  
前 縁 同 士 間 の 設 置 隙 間 に よ る も の で あ る 。 標 準 的 な 換 気 用 隙 間 設 計 と 比 較 し て 、 縮 径 吸 気  
口 と 排 気 煙 突 と を 採 用 す る 改 良 さ れ た 換 気 構 想 は 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル の 温 度 を 効 果 的 に ２ ０  
～ ５ ０ Ｋ だ け 下 げ る こ と が で き る 。 即 ち 、 Ｃ Ｉ Ｇ Ｓ ソ ー ラ ー モ ジ ュ ー ル （ Ｔ ｋ ＝ － ０ ． ３  
５ ％ ／ Ｋ ） の 場 合 、 発 電 量 を ８ ～ ２ ０ ％ だ け 適 切 に 増 や す こ と が で き る こ と が 分 か る 。 縮  
径 吸 気 口 の み を 使 用 し た ソ ー ラ ー パ ネ ル と 比 較 し て 、 縮 径 吸 気 口 と 排 気 煙 突 構 造 と を 使 用  
し た ソ ー ラ ー パ ネ ル の 方 が 最 上 部 の ３ つ の ソ ー ラ ー パ ネ ル の 冷 却 を 追 加 的 に 強 化 し た （ ２  
～ １ ０ Ｋ ） こ と は 、 は っ き り と 分 か る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ８ は 、 中 軸 線 に 沿 っ た 、 ３ 種 類 の Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル の 設 置 構 成 、 即 ち 、 標 準 的 な 換  
気 用 隙 間 （ 図 ２ ） 、 縮 径 吸 気 口 付 き 換 気 （ 図 ４ ） 、 縮 径 吸 気 口 及 び 排 気 煙 突 構 造 付 き 換 気  
（ 図 ５ ） 、 及 び 建 物 高 さ の 増 加 に 応 じ た 、 設 置 さ れ た ソ ー ラ ー パ ネ ル の 風 速 分 布 を 示 し て  
い る 。 標 準 的 な 換 気 用 隙 間 設 計 と 比 較 し て 、 縮 径 吸 気 口 と 排 気 煙 突 と を 採 用 す る 改 良 さ れ  
た 換 気 構 想 は 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル の 後 方 の 空 気 速 度 を ５ ～ ４ ７ ｍ ／ ｓ だ け 著 し く 上 げ る こ と  
が で き る 。 そ の た め 、 対 流 冷 却 性 能 が 効 果 的 に 向 上 す る 。 ま た 、 最 上 部 の ３ つ の パ ネ ル が  
縮 径 吸 気 口 の み を 用 い た ソ ー ラ ー パ ネ ル と 比 較 し て 、 縮 径 吸 気 口 と 排 気 煙 突 構 造 と を 有 す  
る ソ ー ラ ー パ ネ ル の 風 速 が １ ｍ ／ ｓ ～ ３ ｍ ／ ｓ だ け 増 大 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 建 物 の 高 さ が 大 き く な る に つ れ て 、 対 流 冷 却 の 影 響 が 小 さ  
く な る 。 し た が っ て 、 換 気 用 の 縮 径 吸 気 口 を 有 す る Ｂ Ｉ Ｐ Ｖ モ ジ ュ ー ル 設 置 構 造 の 温 度 の  
上 昇 に つ れ て 、 関 連 す る 空 気 速 度 が 低 下 す る 。 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 縮 径 吸  
気 口 、 即 ち 追 加 の 吸 気 口 １ ５ （ 図 ９ に 示 す ） の 構 成 は 、 本 願 の 繰 り 返 し た 形 態 で 設 け ら れ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 に 述 べ た の は 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 を 制 限 す る た め の も の で は な  
い 。 本 願 の 要 旨 と 原 則 の 範 囲 内 で 行 わ れ る 任 意 の 修 正 、 均 等 物 に よ る 置 換 、 改 良 等 は 、 い  
ず れ も 本 発 明 の 保 護 範 囲 内 に 含 ま れ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 １   建 物 の 壁 本 体
　 ２   断 熱 層
　 ３   太 陽 光 発 電 モ ジ ュ ー ル
　 ４   地 面
　 ５   鋼 柱
　 ６   換 気 用 隙 間
　 ７   気 流
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　 ８   吸 気 通 路
　 ９   開 口
　 １ ０   吸 気 グ リ ル
　 １ １   排 気 煙 突
　 １ ２   排 気 通 路
　 １ ３   ブ ラ ケ ッ ト
　 １ ４   煙 突 ト ッ プ
　 １ ５   追 加 の 吸 気 口
　 １ ６   ポ ー ト
　 １ ７   導 風 シ ー ト
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】



10

20

30

40

50

JP 2025-516662 A 2025.5.30(15)



10

JP 2025-516662 A 2025.5.30(16)

フロントページの続き

Z,BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CV,CZ,DE,DJ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,E 
S,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IQ,IR,IS,IT,JM,JO,JP,KE,KG,KH,KN,KP,KR,KW,KZ,LA, 
LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MU,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH, 
PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SC,SD,SE,SG,SK,SL,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ, 
VC,VN,WS,ZA,ZM,ZW

ＥＣＨＮＯＬＯＧＹ  ＧＲＯＵＰ  ＣＯ．，  ＬＴＤ．
中華人民共和国  北京市  １０００３６  海淀区  復興路１７号  国海広場  Ｂ座  １１階
１１／Ｆ  Ｂｌｏｃｋ  Ｂ，  Ｇｕｏｈａｉ  Ｐｌａｚａ，  Ｎｏ．  １７  Ｆｕｘｉｎｇ  Ｒｏａｄ， 
Ｈａｉｄｉａｎ  Ｄｉｓｔｒｉｃｔ  Ｂｅｉｊｉｎｇ  １０００３６，  Ｃｈｉｎａ

(74)代理人　 110002262
ＴＲＹ国際弁理士法人

(72)発明者　 シェン  イレイ
ドイツ連邦共和国  ６８７２３  シュヴェツィンゲン  ビスマルクストリート３

(72)発明者　 チェン  ナン
ドイツ連邦共和国  ９１０５８  エルランゲン  ゲルハルト－ハウプトマン  ストリート１５

Ｆターム（参考）　 2E110 AA04 AA09 AB04 AB22 BA13 DA12
5F251 AA01 AA05 AA09 AA10 AA11 AA20 JA13 JA30


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

